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 第１章は、先行研究である Abreu and Brunnemeier（2003；Econometrica）が発見した、バブル持続の一要因で
ある「同時裁定行動の欠如」というリスクについて理論的に考察している。その結果、「同時裁定行動の欠如」が起
こるためには、一定の条件が必要であることを明らかにした。 
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に対して過剰な報酬が支払われ、将来の企業業績が下がったと結論している。 
 本章は、さらに、この結果が時系列的にどう変化したか、および、産業によって違うかどうかについても検証して




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、金融市場におけるバブル発生のメカニズムに関する従来の理論モデルを拡張した研究、および、1990
年代の日本のコーポレートガバナンスの実証研究から成っている。前者では、注文執行を内生にするという点で、先
行研究を発展させている。後者では、90 年代には、ガバナンスの効率性について問題があったことを見いだしている。
どちらの研究にもさらなる拡張・発展が望まれる点が残されているが、博士（経済学）を授与するに十分な業績であ
ると判断する。 
